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融蝕黄鉱鉄

黄鉄鉱は極めて虜形性の強い鉱物でキｰスラｰガｰや黒鉱のような

綴撞で塊状の鉱石中にあっても研磨片にして調べてみるとほとんど

の場合個々の結晶はきちんとした結晶学的外形を持っている.とこ

ろが一度結晶が晶出した後で周囲の物理化学的条件が変化すると

結晶は溶解したり他の鉱物種で交代されたりすることがある､溶解や

交代は結晶全体に渡って一様に行なわれるのではなく結晟の隅や稜

あるいは割れ目や不純物の多く含まれる場所底とで優先的に信行するの

でもともとの結晶の形は丸味を帯びたり虫喰い状に扱ったりする.

このような現象は黄鉄鉱だけに限ったことではなく一般に融蝕組織

(CorrOdedteXture)と呼ばれるが自形性の強い黄鉄鉱では特に顕著

に現れるのでしばしば研究者の注目を魅レ･てきた.

写真は秋田県小坂鉱山内ノ岱鉱床のいわゆる半黒鉱と呼ばれる鉱石

中にみいだされたもので典型的松融蝕黄鉄鉱の例である.黄鉄鉱の

周囲を埋めているのは黄銅鉱で黄鉄鉱カミ浮き上ってみ走るのは両者

の研磨硬度の差によるものである.約150倍(遠藤祐二)�


